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P.6 ● 地域づくりのいろは [第10回]
地域づくりはつづくよいつまでも
東京都立大学人文社会学部　准教授　室田 信一 氏

● 社協活動最前線
葛城市社会福祉協議会（奈良県）

「カツシャキョ！」をキャッチフレーズに
世代間交流を通じた支え合い・つながりづくり

● ジモトでつながる災害ボラセン [第10回]
多様な団体によるコロナ禍の災害VC運営について②（大石田町社会福祉協議会）

● ともに歩もう！ 社会福祉法人 [第10回]
社会福祉法人堺暁福祉会　理事　宮田 裕司 氏
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1
． 

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
お
け
る

均
衡
待
遇
と
均
等
待
遇

　

均
衡
待
遇
、
均
等
待
遇
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

を
ま
と
め
る
と
、
図
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　

社
協
の
多
く
は
、
財
源
問
題
か
ら
ま
ず
は

均
衡
待
遇
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
に
な
ろ
う

が
、
図
表
1
の
①
と
②
が
同
じ
パ
ー
ト
・
有

期
労
働
者
が
い
る
場
合
は
、「
そ
の
他
の
事

情
」
を
考
慮
せ
ず
に
、
差
別
的
取
扱
が
禁
止

と
な
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
役
職
に

あ
っ
た
正
規
職
員
が
、
定
年
後
も
引
き
続
き

役
職
に
留
ま
る
場
合
は
、
①
と
②
と
も
に
同

じ
場
合
が
考
え
ら
れ
、
賃
金
等
の
減
額
が
困

難
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
均
衡
待
遇
の
実

現
を
目
指
す
な
ら
ば
、
役
職
を
定
年
後
も
継

続
す
る
と
き
で
も
、
後
継
候
補
職
員
へ
の
業

務
切
り
分
け
、
権
限
の
一
部
委
譲
が
必
要
と

な
る
。

　

均
衡
待
遇
に
お
け
る
①
職
務
の
内
容
、
②

職
務
の
内
容
・
配
置
の
変
更
の
範
囲
、
③
そ

の
他
の
事
情
は
「
三
判
断
要
素
」
と
い
わ
れ

る
が
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
図
表
2
、
図
表

3
の
よ
う
な
判
断
フ
ロ
ー
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑴
職
務
の
内
容

　

社
協
の
場
合
、
職
種
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ

た
り
、
中
核
業
務
も
実
質
的
に
は
同
じ
で

あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
職
務
の
内
容

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
責
任
の
程
度
の
違
い

で
の
説
明
と
な
ろ
う
。
責
任
に
関
し
て
は
、

通
達
で
示
さ
れ
て
い
る
次
の
項
目
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

□�

授
権
さ
れ
て
い
る
権
限
の
範
囲

□�

業
務
の
成
果
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
る
役
割

□�

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
や
臨
時
・
緊
急
時
に
求

め
ら
れ
る
対
応
の
程
度

□�

ノ
ル
マ
等
の
成
果
へ
の
期
待
の
程
度

□�

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
、
臨
時
・
緊
急
時
の
対

応
と
し
て
、
ま
た
、
納
期
ま
で
に
製
品
を

完
成
さ
せ
る
な
ど
成
果
を
達
成
す
る
た
め

に
所
定
外
労
働
が
求
め
ら
れ
る
の
か
ど
う

か
⑵
職
務
の
内
容
・
配
置
の
変
更

　

転
勤
と
は
、
住
居
の
変
更
を
と
も
な
う
異

動
で
あ
る
が
、
多
く
の
社
協
に
お
い
て
は
考

え
に
く
い
。
ま
た
、
職
務
の
内
容
の
変
更
の

有
無
や
そ
の
範
囲
の
違
い
は
、
原
則
的
に
は

パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
は
行
わ
ず
、
正
規
職

員
は
行
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
実

際
の
運
用
で
は
原
則
に
反
し
て
行
っ
て
い
る

場
合
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
実

質
的
に
は
職
務
の
内
容
の
変
更
の
範
囲
は
同

じ
と
と
ら
え
ら
れ
、
①
の
責
任
の
範
囲
等
で

相
違
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
な
い
と
、
均
等

待
遇
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
得
る
。

　

福
祉
業
界
全
般
に
い
え
る
こ
と
だ
が
、
職

員
の
得
手
不
得
手
に
合
わ
せ
て
職
務
を
分
担

さ
せ
た
り
、
優
秀
な
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者

を
役
職
に
就
け
、
正
規
職
員
並
み
の
仕
事
を

求
め
た
り
す
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
こ
と
は

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
等
に
は
有

効
で
あ
ろ
う
が
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の

対
応
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑶
そ
の
他
の
事
情

　
「
そ
の
他
の
事
情
」
と
は
、
職
務
の
成
果
、

能
力
、
経
験
、
合
理
的
な
労
使
の
慣
行
、
労

使
交
渉
の
経
緯
等
と
さ
れ
て
い
る
。

　

有
期
雇
用
労
働
者
が
定
年
に
達
し
た
後
に

継
続
雇
用
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
は
、
通
常

の
労
働
者
と
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間
の
待

遇
の
相
違
が
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か

を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
パ
ー
ト
・
有
期
雇

用
労
働
法
第
8
条
の
そ
の
他
の
事
情
と
し
て

考
慮
さ
れ
る
事
情
に
当
た
り
得
る
。

　

ま
た
、
正
規
職
員
へ
の
登
用
制
度
に
つ
い

て
、
職
務
の
内
容
等
の
相
違
が
あ
る
と
い
う

判
断
に
お
い
て
そ
の
他
の
事
情
と
し
て
考
慮

さ
れ
た
最
高
裁
判
決
が
あ
る
が
、
他
の
判
決

で
も
不
合
理
判
定
を
否
定
す
る
そ
の
他
の
事

社
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図表 1　 同一労働同一賃金における均衡待遇と均等待遇
均衡待遇

パート・有期労働法第 8条

短時間・有期雇用労働者と通常の労働者と
の間で、
①職務の内容
②職務の内容・配置の変更の範囲
③その他の事情（※）
を考慮して不合理な待遇差を禁止すること
※「職務の内容」「職務の内容・配置の変更
の範囲」以外の事情で、個々の状況に合
わせて、その都度検討します。成果、能力、
経験、合理的な労使の慣行、労使交渉の
経緯は、「その他の事情」として想定さ
れています。

均等待遇
パート・有期労働法第 9条

短時間・有期雇用労働者と通常の労働者と
の間で、
①職務の内容
②職務の内容・配置の変更の範囲
が同じ場合は、短時間・有期雇用労働者で
あることを理由とした差別的取扱いを禁止
すること
※均等待遇では、待遇について同じ取扱い
をする必要があります。同じ取扱いのも
とで、能力、経験等の違いにより差がつ
くのは構いません。

　「
働
き
方
改
革
」の
ひ
と
つ
に
同
一
労
働
同
一
賃
金
が
あ
る
が
、中
小
企
業
へ
の
適
用
が

本
年
4
月
に
迫
っ
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
最
高
裁
判
例
も
踏
ま
え
て
、
社
協
に
お
け
る
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
な
お
、
最
近
の
最
高
裁
判
決
は
改
正
前
の
労
働
契
約
法
第
20
条
に
基
づ
く
判
決
で
あ
る

の
で
、
改
正
後
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
の
も
と
で
も
同
様
の
判
決
内
容
と

な
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

特 集
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社協における同一労働同一賃金への対応のポイント

情
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
社
協
に
お
い

て
、
登
用
制
度
が
あ
り
、
な
お
か
つ
実
際
の

登
用
者
も
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
も
有
効
に
機
能

さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

2
． 

不
合
理
性
の
判
断
に
つ
い
て

　
「
不
合
理
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う

こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
求
め

て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
不
合
理
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

実
務
的
に
は
正
規
職
員
は
支
給
が
あ
る
の
に
、

パ
ー
ト
に
は
支
給
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
、

1
0
0
対
0
の
よ
う
な
不
合
理
と
さ
れ
や
す

い
相
違
を
避
け
る
こ
と
が
具
体
的
な
対
応
と

な
ろ
う
。

　

ま
た
、
均
衡
・
均
等
待
遇
は
、
年
収
等
の

総
額
の
比
較
を
も
っ
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
待
遇
ご
と
に
相
違
が
不
合
理
か

ど
う
か
判
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
待
遇
と

は
、
賃
金
（
給
与
・
賞
与
・
退
職
金
）、
諸
手

当
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、
休
暇
、
安
全

衛
生
、
災
害
補
償
等
と
い
っ
た
す
べ
て
の
待

遇
が
含
ま
れ
る
。

　

不
合
理
か
ど
う
か
の
判
断
の
仕
組
み
は
、

最
高
裁
判
決
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
待

遇
の
性
質
や
趣
旨
・
目
的
を
ま
ず
認
定
し
て
、

そ
の
後
、
待
遇
の
性
質
や
趣
旨
・
目
的
か
ら

考
え
て
、
職
務
の
内
容
等
の
相
違
か
ら
み
て

不
合
理
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
る
。
社
協
に

お
い
て
は
、
賃
金
規
程
等
の
別
表
で
手
当
の

金
額
の
み
を
表
示
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

待
遇
の
性
質
や
趣
旨
・
目
的
が
不
明
確
な
も

の
が
多
い
。
不
明
確
な
も
の
ほ
ど
、
パ
ー

ト
・
有
期
労
働
者
に
支
払
う
必
要
が
な
い
と

い
え
る
根
拠
が
な
く
、
不
合
理
と
さ
れ
る
リ

ス
ク
が
高
い
と
い
え
る
。

3
． 

比
較
対
象
者
と
取
組
対
象
者

　

図
表
4
の
と
お
り
、
均
衡
・
均
等
待
遇
を

実
現
す
べ
き
取
組
対
象
は
、
有
期
雇
用
契
約

を
結
ん
で
い
る
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
、
有
期
雇

用
契
約
を
結
ん
で
い
る
短
時
間
職
員
、
無
期

転
換
し
た
者
を
含
む
無
期
雇
用
契
約
の
短
時

間
職
員
で
あ
り
、
比
較
す
る
対
象
者
は
「
通

常
の
労
働
者
＝
い
わ
ゆ
る
正
規
型
の
労
働
者

お
よ
び
事
業
主
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
を
締
結
し
て
い
る
フ
ル
タ
イ
ム
労
働

者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
図
表
5
の
よ
う
に
通
常
の
労
働
者

の
な
か
に
は
、「
総
合
職
」
と
「
一
般
職
」
に

分
か
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
法
令
上
は
そ
れ

ら
す
べ
て
の
労
働
者
群
と
の
均
衡
待
遇
な
り

均
等
待
遇
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
間
、
通
常
の

労
働
者
間
の
相
違
・
格
差
は
法
の
射
程
外
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
社
協
に
お
い
て
は
、
正
規
職
員

の
な
か
に
地
域
限
定
職
員
や
職
務
限
定
職
員

等
の
別
区
分
を
持
っ
て
い
る
例
は
少
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
通
常
の
労
働
者
は
正
規
職
員

就
業
規
則
が
適
用
さ
れ
る
職
員
、
取
組
対
象

と
な
る
職
員
は
、
契
約
職
員
就
業
規
則
が
適

特 集

同じ
実質的に
同じ

著しくは
異なら
ない

異なる 異なる 異なる

例：
「介護職」「看護職」
「生活支援・相談員」
「保育職」

※「中核的業務」とは、ある労働者に与えられた職務に伴う個々の業務のうち、その職務を代表する中核的なものを指し、与えられた
　職務に不可欠な業務、業務の成果が事業所の業績や評価に大きな影響を与える業務、労働者の職務全体に占める時間・頻度において
　割合が大きい業務といった基準に従って総合的に判断します。

与えられている権限の範囲、業務の
成果について求められている役割、
トラブル発生時や臨時・緊急時に求
められる対応の程度、業績目標等の
成果への期待度などを総合的に判断
します。

業務の比較例
パート 食事支援、入浴支援、身体整容

食事支援、入浴支援、身体整容正職員
★中核的業務※に〇（何が中核的業務に
　当たるかは、同じ介護職でも個々の
　事業所ごとに異なります）

「職務の内容」は異なる

「
職
務
の
内
容
」
は
同
じ

①
業務の内容（職種）

の判断

②
従事している業務の
うち中核的業務

③
責任の程度

図表 2　 職務の内容についての判断フロー

〔出所〕厚生労働省「不合理な待遇差解消のための点検・検討マニュアル（福祉業界編）」に筆者点線加筆

異なる 異なる

「職務の内容・配置の変更の範囲」は異なる

ともになし

ともにあり

ともになし

ともにあり

①
転勤の有無
の判断 

②
転勤の範囲 
の判断

③
職務の内容・

配置の変更の有無
の判断

※ここでの職務の内容・配置の変更とは勤務先の変更にかかわらず、介護から事務への職種の変更や、
　一般職員から主任への昇進などをいいます（勤務先の事業所の変更は手順①、手順②で確認済み）。

一
方
の
み
あ
り

一
方
の
み
あ
り

実
質
的
に
同
じ

「
職
務
の
内
容
・
配
置
の
変
更
の
範
囲
」
は
同
じ

実
質
的
に
同
じ

④
職務の内容・

配置の変更の範囲
の判断

図表 3　 職務の内容・配置の変更の範囲についての判断フロー

〔出所〕厚生労働省「不合理な待遇差解消のための点検・検討マニュアル（福祉業界編）」に筆者点線加筆

比較対象労働者 取組対象労働者

通常の労働者 短時間の無期雇用労働者 短時間の有期雇用労働者フルタイムの有期雇用労働者

なし

無期雇用労働者

あり

有期雇用労働者

労働契約期間の定め

1週間の労働時間

フルタイム フルタイムよりも短い フルタイム フルタイムよりも短い

１週間の労働時間

図表 4　 取組対象労働者

〔出所〕厚生労働省「不合理な待遇差解消のための点検・検討マニュアル（福祉業界編）」



4

用
さ
れ
る
有
期
フ
ル
タ
イ
ム
の
契
約
職
員
、

非
常
勤
職
員
就
業
規
則
が
適
用
さ
れ
る
短
時

間
勤
務
の
非
常
勤
職
員
、
嘱
託
就
業
規
則
が

適
用
さ
れ
る
定
年
後
再
雇
用
職
員
が
代
表
的

な
も
の
と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
有
期
労
働
者
が
無

期
転
換
し
た
場
合
は
、
取
組
対
象
者
と
は
な

ら
ず
、
比
較
対
象
の
通
常
の
労
働
者
の
グ

ル
ー
プ
に
入
る
が
、
無
期
転
換
し
た
と
き
に
、

正
規
職
員
に
登
用
し
て
い
る
こ
と
は
稀
で
あ

り
、
契
約
期
間
を
無
期
に
転
換
し
た
だ
け
で

賃
金
等
は
有
期
契
約
の
時
と
同
じ
と
い
う
こ

と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
取
組
対
象
で
あ
る

パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
の
み
待
遇
改
善
し
、

無
期
転
換
し
た
者
は
待
遇
改
善
し
な
い
と
な

る
と
、
人
事
の
設
計
思
想
と
し
て
も
、
ま
た

正
規
と
非
正
規
の
社
会
的
格
差
の
是
正
と
い

う
法
改
正
の
背
景
に
あ
る
テ
ー
マ
か
ら
み
て

も
問
題
が
あ
る
の
で
、
無
期
転
換
し
た
フ
ル

タ
イ
ム
職
員
も
取
組
対
象
者
に
含
め
て
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

4
． 
説
明
義
務

　

今
回
の
法
改
正
は
、
均
衡
・
均
等
待
遇
を

求
め
る
だ
け
な
く
、
雇
入
時
お
よ
び
パ
ー

ト
・
有
期
労
働
者
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、

通
達
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
が
義

務
化
さ
れ
て
い
る
。
雇
入
時
に
は
、
労
働
条

件
通
知
書
等
で
労
働
条
件
を
明
示
す
る
が
、

今
後
は
こ
れ
に
加
え
て
、
説
明
文
書
等
の
提

示
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
は
労
働
基
準
監

督
署
の
立
入
調
査
で
も
指
摘
さ
れ
や
す
い
事

項
な
の
で
法
施
行
前
ま
で
に
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
説
明
と
は
、
職
員
の

納
得
ま
で
を
求
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
説
明
が
つ
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
均

衡
・
均
等
待
遇
が
実
現
し
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
が
、
説
明
が
で
き
な
い
と
、
均
衡
・
均

等
待
遇
は
実
現
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
均
衡
・
均
等
待
遇
の
比
較
対
象

労
働
者
は
「
す
べ
て
の
通
常
の
労
働
者
」
だ

が
、
説
明
義
務
の
比
較
対
象
者
は
そ
れ
と
は

異
な
り
、「
職
務
内
容
が
最
も
近
い
通
常
の

労
働
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。
社
協
に
お
い
て

は
、
通
常
の
労
働
者
で
あ
る
正
規
職
員
の
な

か
に
、
い
く
つ
も
の
区
分
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
実
務
的
に
は
同
一
職
種
の
通
常

の
労
働
者
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
職
種
が

違
っ
て
も
正
規
職
員
で
あ
れ
ば
同
じ
就
業
規

則
や
賃
金
規
程
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
特
定

の
職
種
だ
け
に
支
給
さ
れ
る
手
当
等
は
あ
る

も
の
の
、
実
務
的
に
は
あ
ま
り
職
種
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
比
較
検
討
し
て
説
明
で
き
る
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

5
． 

個
別
の
待
遇
に
つ
い
て
の

ポ
イ
ン
ト

⑴
基
本
給
お
よ
び
昇
給

　

最
高
裁
判
決
か
ら
も
不
合
理
と
さ
れ
る
リ

ス
ク
は
低
い
。
た
だ
し
、
社
協
の
場
合
、

パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
は
職
種
や
職
務
に
基

づ
く
基
本
給
で
、
正
規
職
員
は
年
齢
や
勤
続

に
基
づ
く
給
与
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い

が
、
そ
の
違
い
を
設
け
て
い
る
理
由
を
説
明

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
最
高
裁
不
受
理
と
な
り
高
裁
判
決

で
確
定
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
勤
務
体
制

の
違
い
か
ら
月
給
と
時
給
の
相
違
は
不
合
理

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
方
針
整
理

の
参
考
と
さ
れ
た
い
。

⑵
職
務
関
連
手
当

　

役
職
手
当
、
特
殊
業
務
手
当
、
資
格
手
当
、

年
末
年
始
勤
務
手
当
等
の
職
務
に
関
連
が
強

い
手
当
は
、
例
え
ば
、「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
運

用
上
、
役
職
へ
の
登
用
は
想
定
し
て
い
な
い

の
で
、
役
職
手
当
は
支
給
し
な
い
」「
資
格
が

必
要
な
職
種
や
業
務
に
就
か
せ
な
い
の
で
、

資
格
手
当
は
支
給
し
な
い
」
の
よ
う
な
理
由

で
支
給
し
な
い
対
応
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
根
拠
な
く
、
支
給
な
し
と
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
仮
に
支
給
す
る
場
合
で
、

責
任
の
程
度
や
勤
務
時
間
等
に
応
じ
て
支
給

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
説
明
根
拠
は
必

要
と
な
る
。

⑶
通
勤
手
当
・
出
張
旅
費

　

最
高
裁
不
受
理
と
な
り
高
裁
判
決
で
確
定

し
て
い
る
内
容
か
ら
、
勤
務
体
制
に
違
い
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
と
も
な
う
相
違
は
問
題
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
逆
に
い
え
ば
、

勤
務
体
制
に
差
が
な
い
場
合
に
相
違
を
設
け

る
こ
と
は
不
合
理
と
さ
れ
る
。

⑷
生
活
関
連
手
当

　

地
域
手
当
は
、
物
価
等
の
地
域
格
差
を
是

正
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
社

協
の
場
合
、
地
域
格
差
が
市
区
町
村
内
に
存

在
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
行
政
準
拠
で
支
給
し
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
こ
う
し
た
支
給
根
拠
が
明
確
で

な
い
手
当
は
、
不
合
理
と
さ
れ
る
リ
ス
ク
が

高
い
の
で
、
不
利
益
変
更
を
避
け
る
た
め
に

基
本
給
に
統
合
し
た
り
、
調
整
手
当
と
し
て

残
し
た
り
す
る
方
法
で
、
廃
止
等
を
検
討
す

る
方
が
よ
い
。
た
だ
し
、
単
に
廃
止
す
る
だ

け
で
は
、
こ
れ
か
ら
採
用
す
る
職
員
の
賃
金

が
下
が
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
廃
止
後
の
採

用
者
の
賃
金
額
へ
の
配
慮
は
必
要
と
な
る
。

　

住
宅
手
当
は
、
判
例
で
は
転
居
を
と
も
な

う
転
勤
が
あ
る
か
ど
う
か
に
紐
づ
い
て
お
り
、

転
居
を
と
も
な
う
転
勤
が
想
定
さ
れ
に
く
い

社
協
で
は
、
支
給
な
し
で
は
不
合
理
と
さ
れ

通常の労働者

総合職
（①も②も異なる）

一般職
（①は同じだが、②が異なる）

事業所・施設採用の
無期雇用フルタイム労働者

（①も②も同じ）

短時間・有期雇用
労働者

要均衡待遇

要均衡待遇

要均等待遇

有期の格
差は法の
射程外

無期の格
差は法の
射程外

図表 5　 均衡・均等待遇の法の射程

〔出所〕厚生労働省「不合理な待遇差解消のための点検・検討マニュアル（福祉業界編）」に筆者加筆
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社協における同一労働同一賃金への対応のポイント

る
リ
ス
ク
が
高
い
。

　

扶
養
手
当
は
、
長
期
勤
続
が
期
待
さ
れ
る

正
規
職
員
に
対
し
て
、
家
族
構
成
等
の
変
化

に
対
応
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
て
も

ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
支
給
す
る
こ
と
は
、

最
高
裁
判
決
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

「
相
応
に
継
続
的
な
勤
務
が
見
込
ま
れ
る
」有

期
労
働
者
に
は
、
そ
の
趣
旨
が
当
て
は
ま
る

の
で
支
給
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
社
協
の
パ
ー

ト
・
有
期
労
働
者
の
多
く
は
、
人
手
不
足
も

相
ま
っ
て
「
相
応
に
継
続
的
な
勤
務
が
見
込

ま
れ
る
」
場
合
が
多
く
、
扶
養
手
当
の
支
給

が
必
要
と
な
る
可
能
性
は
高
い
。

　

な
お
、「
相
応
に
継
続
的
な
勤
務
が
見
込

ま
れ
る
」
と
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
に
つ
い

て
は
、
5
年
等
の
更
新
限
度
が
決
め
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
継
続
的
な
勤
務
が
見
込
ま
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
限
度
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
、
あ
る
い
は
定
め
ら
れ
て
い
て
も

65
歳
を
更
新
限
度
と
す
る
等
の
長
期
雇
用
が

想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
継
続
的
な
勤
務
が
見

込
ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑸
賞
与

　

賞
与
は
、
正
規
職
員
の
確
保
・
定
着
を
目

的
と
し
て
、
給
与
の
後
払
い
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
、
貢
献
度
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
が

組
み
合
わ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

意
味
か
ら
は
不
合
理
と
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
低

い
が
、
1
0
0
対
0
の
よ
う
な
場
合
は
、
や

は
り
不
合
理
と
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

　

最
高
裁
判
決
は
支
給
な
し
の
事
案
で
も
不

合
理
で
な
い
と
さ
れ
た
が
、
不
合
理
で
な
い

と
さ
れ
た
判
決
の
多
く
は
、
パ
ー
ト
・
有
期

労
働
者
に
も
一
定
の
支
給
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
規
程
上
支
給
し
な
い

と
あ
っ
て
も
、
寸
志
程
度
の
支
給
を
し
て
、

1
0
0
対
0
を
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑹
退
職
金

　

社
協
で
は
、
福
祉
医
療
機
構
や
各
種
共
済

制
度
を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
福

祉
医
療
機
構
の
場
合
、
約
款
に
基
づ
い
た
加

入
で
不
合
理
で
な
い
と
い
え
る
か
は
ま
だ
不

透
明
だ
が
、
現
行
の
ま
ま
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
共
済
制
度
で
は
、
法
人
の
規

程
等
で
加
入
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
が
決
ま

る
仕
組
み
が
多
い
が
、
こ
の
場
合
、
対
象
者

を
正
規
職
員
の
み
と
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　

長
期
勤
続
を
し
て
い
る
パ
ー
ト
・
有
期
労

働
者
も
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
者
に
一
切
退

職
金
を
支
給
し
な
い
と
い
う
の
は
不
合
理
と

判
断
さ
れ
る
恐
れ
は
あ
る
。
賞
与
と
同
様
に
、

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
た
め
、
規
程
上
支
給
し
な

い
と
あ
っ
て
も
、
長
期
勤
続
者
に
は
退
職
慰

労
金
等
の
支
給
を
し
、
1
0
0
対
0
を
避
け

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑺
福
利
厚
生

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
福
利
厚
生
施
設
の
利

用
、
慶
弔
休
暇
・
健
康
診
断
時
の
給
与
の
扱

い
は
、
原
則
と
し
て
同
一
の
取
り
扱
い
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
特
別
休
暇
は
種
類
も
多
様

で
有
給
の
場
合
が
多
い
が
、
振
替
等
に
よ
る

対
応
を
基
本
と
し
つ
つ
、
そ
れ
が
困
難
な
場

合
は
、
所
定
勤
務
時
間
等
に
よ
る
比
例
付
与

を
検
討
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
病

気
休
暇
制
度
を
規
定
し
て
い
る
場
合
は
、

「
相
応
に
継
続
的
な
勤
務
が
見
込
ま
れ
る
」場

合
は
、
病
気
休
暇
中
の
有
給
か
無
給
か
の
相

違
は
不
合
理
と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

⑻
病
気
休
職

　

解
雇
猶
予
措
置
と
い
え
る
休
職
制
度
は
、

最
高
裁
判
決
で
は
、
3
年
程
度
更
新
し
て
い

る
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
対
象
と
し
な
く
て
も

不
合
理
で
は
な
い
と
さ
れ
、
正
規
職
員
と
同

一
の
対
応
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

有
期
労
働
者
は
期
間
途
中
の
解
雇
が
で
き

な
い
こ
と
等
か
ら
、
期
間
満
了
日
ま
で
認
め
、

無
期
雇
用
者
に
つ
い
て
は
正
規
職
員
に
準
拠

し
た
対
応
等
が
妥
当
と
考
え
る
。

⑼
教
育
訓
練

　

職
務
内
容
が
同
一
な
ら
同
一
の
教
育
訓
練

を
、
相
違
が
あ
る
場
合
は
相
違
に
応
じ
た
教

育
訓
練
を
行
う
対
応
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

6
． 

お
わ
り
に

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
対
応
す
る
に
は
、

あ
る
程
度
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
。
多
く
の

社
協
の
財
源
は
、
市
区
町
村
へ
の
予
算
要
求

等
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
た
め
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
対
応
の
財
源
も
市
区
町
村
と
の
協

議
を
経
て
年
間
予
算
と
し
て
し
か
調
達
で
き

な
い
し
、
独
自
財
源
が
あ
る
と
し
て
も
、
収

支
差
額
が
潤
沢
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
状
況

で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
、
年
度
単
位
で
、
い
つ
ま
で
に

ど
こ
ま
で
対
応
す
る
の
か
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
、
市
区
町
村
と
の
合
意
形
成
を
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

福
利
厚
生
や
休
暇
制
度
等
の
コ
ス
ト
の
か

か
り
に
く
い
も
の
か
ら
対
応
し
、
市
区
町
村

と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
財
源
を
確
保

し
つ
つ
、
徐
々
に
手
当
等
の
待
遇
改
善
を
す

る
こ
と
が
現
実
的
な
対
応
と
な
ろ
う
。

　

今
後
、
社
協
と
し
て
の
同
一
労
働
同
一
賃

金
の
方
針
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
具
体

的
な
作
業
方
法
と
し
て
、
例
え
ば
、
横
軸
に

正
規
職
員
、
契
約
職
員
、
非
常
勤
職
員
等
と

い
っ
た
職
員
区
分
を
設
定
し
、
縦
軸
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
の
職
員
の
定
義
、
三

判
断
要
素
に
関
連
し
た
相
違
の
あ
る
職
務
の

具
体
的
な
業
務
内
容
、
責
任
の
程
度
の
相
違
、

職
務
内
容
や
配
置
の
変
更
の
有
無
や
範
囲
の

相
違
、
そ
の
他
の
事
情
で
の
相
違
等
を
と
っ

て
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
表
を
作
成
す
る
こ
と
を
お

勧
め
す
る
。

　

こ
の
表
を
も
と
に
、
区
分
ご
と
に
均
衡
待

遇
に
す
る
の
か
均
等
待
遇
に
す
る
の
か
、
方

針
を
決
め
、
そ
の
後
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て

横
軸
は
そ
の
ま
ま
で
、
縦
軸
に
基
本
給
、
昇

給
、
評
価
の
反
映
、
諸
手
当
の
支
給
状
況
、

休
暇
制
度
、
福
利
厚
生
の
内
容
等
の
待
遇
を

列
挙
し
て
い
き
、
表
内
で
待
遇
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
支
給
目
的
、
現
行
待
遇
と
今
後
の

改
定
方
針
・
改
定
時
期
の
目
途
を
整
理
す
る
。

　

こ
う
し
た
検
討
プ
ロ
セ
ス
が
、
各
社
協
と

し
て
の
方
針
決
定
、
対
象
職
員
へ
の
説
明
資

料
作
り
に
も
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

※ 

参
考
資
料
　
厚
生
労
働
省
「
不
合
理
な
待
遇
差

解
消
の
た
め
の
点
検
・
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
福

祉
業
界
編
）」

〔
U
R
L
〕 https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/new
 

page_03984.htm
l

特 集
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何
が
新
し
い
の
か

　

平
成
20
年
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
こ
れ
か

ら
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会

報
告
書
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告

書
の
タ
イ
ト
ル
が
「
地
域
に
お
け
る
『
新
た

な
支
え
合
い
』
を
求
め
て
」
で
し
た
。
平
成

12
年
に
成
立
し
た
社
会
福
祉
法
の
目
的
に
地

域
福
祉
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
、
国
の
政
策
に

お
い
て
も
地
域
福
祉
の
視
点
が
大
き
な
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

こ
の
報
告
書
は
日
本
の
地
域
福
祉
政
策
お
よ

び
実
践
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
指
し
示
し

ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
で
は
、
従
来
の
支
え
合
い
と

は
異
な
る
「
新
た
な
支
え
合
い
」
と
い
う
考

え
方
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
多
様
な
生
活
課
題
に
対
し
て
は
、

家
族
や
地
域
共
同
体
に
よ
る
助
け
合
い
に

よ
っ
て
対
処
し
て
き
た
が
、
工
業
化
、
都
市

化
と
い
っ
た
社
会
の
変
化
、
核
家
族
化
な
ど

の
家
族
の
変
容
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
助
け
合

い
の
機
能
の
多
く
が
、
市
場
か
ら
購
入
す
る

サ
ー
ビ
ス
や
行
政
が
提
供
す
る
公
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
次
第
に
外
部
化
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
、

地
域
の
助
け
合
い
の
機
能
は
次
第
に
縮
小
し
、

農
村
部
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
や
人
口
流
出

に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
機
能
が
停
滞
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地

域
に
お
け
る
全
て
の
生
活
課
題
に
対
し
、
公

的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
基
本
的
な
福
祉
ニ
ー
ズ
は
公
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
す
る
、
と
い
う
原
則

を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
生

活
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
を
図
る
上
で
、

成
熟
し
た
社
会
に
お
け
る
自
立
し
た
個
人
が

主
体
的
に
関
わ
り
、
支
え
合
う
、
地
域
に
お

け
る
「
新
た
な
支
え
合
い
」（
共
助
）
の
領
域

を
拡
大
、強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
報
告
書
で
は
以
上
の
よ
う
に
「
新
た

な
支
え
合
い
」
を
説
明
し
た
う
え
で
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
、

住
民
団
体
な
ど
が
行
政
と
協
働
し
て
、
き
め

細
か
な
活
動
に
よ
り
地
域
の
生
活
課
題
を
解

決
す
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
地
域
共

生
社
会
の
議
論
は
こ
の
報
告
書
の
議
論
の
延

長
線
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

す
な
わ
ち
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
の

支
え
合
い
と
は
、
か
つ
て
の
地
域
共
同
体
の

よ
う
な
相
互
扶
助
の
関
係
性
を
取
り
戻
す
こ

と
で
は
な
く
、
雇
用
さ
れ
た
専
門
職
も
含
め

て
、
多
様
な
主
体
が
地
域
の
な
か
で
支
え
合

う
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

定
常
型
社
会
に
お
け
る
地
域
づ
く
り

　

連
載
第
4
回
で
も
紹
介
し
た
京
都
大
学
の

広
井
良
典
教
授
が
提
唱
す
る「
定
常
型
社
会
」

と
は
、
ま
さ
し
く
前
述
の
「
新
た
な
支
え
合

い
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
社
会
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
図
は
広
井
先
生
の
図
を
一
部
加

筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。

　

な
ぜ
「
新
た
な
支
え
合
い
」
が
求
め
ら
れ

る
の
か
、
こ
の
図
を
参
考
に
も
う
一
度
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
伝
統
的

社
会
で
は
地
域
共
同
体
に
所
属
す
る
こ
と
で

生
活
が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
第
一
次
産
業

を
中
心
に
生
産
活
動
と
生
活
が
同
じ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
な
か
で
完
結
し
て
い
た
の
で
、
住

民
同
士
は
運
命
共
同
体
で
あ
り
、
共
同
体
の

存
在
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
も
成
立

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
体

か
ら
抜
け
た
く
て
も
抜
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
し
、
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
個
人
の
自

由
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

産
業
革
命
に
よ
っ
て
第
二
次
産
業
の
規
模

が
拡
大
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
工
業
都
市
が

各
地
で
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
口
の

移
動
が
始
ま
り
ま
す
。
多
く
の
人
が
第
二
次

産
業
で
職
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
と

も
に
か
つ
て
の
共
同
体
に
お
け
る
支
え
合
い

が
失
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
都
市
部

で
は
特
に
、
お
互
い
を
支
え
合
う
「
人
間
ら

し
い
」
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
1
9
6
0

年
代
末
か
ら
、
失
わ
れ
た
支
え
合
い
の
関
係

を
取
り
戻
す
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
主
導
で
住

民
に
よ
る
自
治
活
動
の
強
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ケ
ア
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
1
9
9
0
年

代
に
は
消
費
税
を
財
源
と
し
て
全
国
に
介
護

施
設
の
建
設
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
保

障
制
度
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
2
0
0
0
年
に
な
る
と
介
護
保
険
制

度
の
運
用
が
始
ま
り
、
家
族
の
代
わ
り
に
社

会
全
体
で
介
護
を
提
供
す
る
と
い
う
考
え
方

が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
外
部
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
ケ
ア
を
受

け
る
権
利
と
選
択
の
自
由
を
個
人
に
保
証
す

る
も
の
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
仕
組
み

は
タ
テ
割
り
に
設
計
さ
れ
、
人
々
の
生
活
全

体
や
地
域
に
お
け
る
暮
ら
し
を
包
括
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
産
業
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、
個

人
の
生
活
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及

に
よ
る
情
報
化
の
流
れ
も
あ
り
、
人
々
の
生

地
域
づ
く
り
は
つ
づ
く
よ
い
つ
ま
で
も

東
京
都
立
大
学
人
文
社
会
学
部
　
准
教
授

室
田
　
信
一

の
り
く
づ
域
地

は
ろ
い

連載 第 10 回



7    2021  NORMA  MARCH  No.345

活
は
ま
す
ま
す
個
人
化
し
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
な
時
代
へ
と
突
入
し
ま
す
。

　

第
2
回
で
、
見
守
り
活
動
と
は
変
わ
り
ゆ

く
社
会
の
流
れ
に
抵
抗
す
る
活
動
で
あ
る
と

述
べ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
前
記
の
よ
う
な
大

き
な
社
会
の
潮
流
が
あ
る
か
ら
で
す
。
今
後

の
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
た
時
、
二
つ
の
シ

ナ
リ
オ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
私
は
考
え
ま

す
。
一
つ
は
今
の
個
人
化
の
潮
流
が
ま
す
ま

す
加
速
し
、
A
I
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
活
用

な
ど
に
よ
っ
て
地
域
に
お
け
る
人
の
つ
な
が

り
が
一
層
希
薄
に
な
る
世
の
中
で
す
。
少
し

S
F
の
よ
う
で
す
が
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
広
井
先

生
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
々
の
関
心
が

再
び
ロ
ー
カ
ル
な
と
こ
ろ
に
回
帰
し
、
地
域

の
な
か
で
資
源
が
結
び
つ
き
、
ケ
ア
し
合
う

こ
と
で
成
り
立
つ
世
の
中
で
す
。
ど
ち
ら
の

シ
ナ
リ
オ
も
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち

の
行
動
次
第
で
い
ず
れ
か
の
シ
ナ
リ
オ
に
傾

倒
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
財
源

　

広
井
先
生
の
い
う
定
常
型
社
会
と
は
、
高

齢
化
と
人
口
減
少
、
低
成
長
経
済
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
。
低
成
長
経
済
に
お
い
て
は
高

度
経
済
成
長
期
の
よ
う
に
公
的
な
財
源
に
基

づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
も
、

生
活
の
質
や
福
祉
の
質
を
低
下
さ
せ
な
い
仕

組
み
と
し
て
、
住
民
の
積
極
的
な
参
加
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
地
域
共
生
社
会
が
模
索

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
地
域
共
生
社
会
を

そ
の
よ
う
な
資
源
動
員
論
と
し
て
批
判
的
に

と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
一
方
で
、

地
域
共
生
社
会
の
政
策
は
、
個
人
化
・
分
断

化
さ
れ
た
人
々
を
地
域
の
な
か
で
再
統
合
す

る
契
機
に
な
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
地
域
共
生
社
会
が
本
当
の
意
味

で
実
現
す
る
た
め
に
は
、
財
源
を
含
む
資
源

の
流
れ
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
例
え
ば
、
す
で
に
全
国
に
配
置
さ
れ

て
い
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
財

源
は
介
護
保
険
制
度
か
ら
拠
出
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
今
春
か
ら
施
行
さ
れ
る
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
の
財
源
の
多
く
は
国
の
予
算

が
占
め
て
い
ま
す
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、

高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
国
家
予
算
に
占
め

る
社
会
保
障
費
の
割
合
が
増
加
し
て
き
た
わ

け
で
す
。
つ
ま
り
中
央
集
権
的
な
再
分
配
の

仕
組
み
の
な
か
で
地
域
共
生
社
会
が
推
進
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
本
来
、
地
域
共
生

社
会
が
目
指
す
べ
き
姿
は
、
地
域
の
な
か
で

資
源
が
循
環
す
る
仕
組
み
の
は
ず
で
す
。

　

本
連
載
に
お
い
て
も
、
第
4
回
で
紹
介
し

た
チ
リ
ン
チ
リ
ン
三
鷹
の
よ
う
に
、
地
域
の

資
源
（
客
を
失
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
野
菜
が

余
っ
て
い
る
農
家
、
失
業
し
た
住
民
）
が
結

び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
食
事
や
野
菜
を
地
域

に
デ
リ
バ
リ
ー
す
る
仕
組
み
が
成
り
立
ち
、

そ
こ
に
小
さ
な
経
済
圏
が
生
ま
れ
た
わ
け
で

す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
の
予
算
に

依
存
し
て
推
進
さ
れ
る
地
域
共
生
社
会
は
持

続
可
能
な
姿
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

前
回
、
地
域
の
な
か
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
い
る
状
態
は
、
別
の
新
た
な
地
域
の

形
態
に
移
行
す
る
過
程
の
一
時
的
な
姿
な
の

か
、
そ
れ
と
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
る

状
態
を
維
持
発
展
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
、
と

い
う
問
い
を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
問
い
は
先

に
述
べ
た
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
と
結
び
つ
け
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
化
が
進
み
、
地
域
に
お
け
る
人
の
つ

な
が
り
が
一
層
希
薄
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
だ
け
で
そ
の
潮

流
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

は
一
時
的
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
地
域
の
な
か
で
資
源
が
結
び
つ
き
、

ケ
ア
し
合
う
こ
と
で
成
り
立
つ
社
会
に
な
る

の
で
あ
れ
ば
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在

は
今
以
上
に
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
小
学
校
区
の
な
か
で
活
動
し
て
い
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
10
人
以
上
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
地
域
住
民
の
多
様
な
関
心
に
寄
り

添
い
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
と

い
う
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
住
民
が

無
給
で
担
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
住
民
の
な
か
で
財
源
を
確
保
し
て
雇
用

す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ

う
な
体
制
が
成
り
立
っ
た
時
に
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
後
方
支
援
し
て
、
地
域
の
活
動

全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
中
間
支
援
的

な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
や
は
り
必
要
に
な

る
で
し
ょ
う
し
、
そ
の
際
の
財
源
を
国
や
地

方
自
治
体
が
負
担
す
る
形
態
は
持
続
可
能
な

も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　

人
が
他
者
と
協
力
し
て
生
き
て
い
る
限
り

は
、
地
域
づ
く
り
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
か
つ
て
は
地
域
共
同
体
の
な
か

で
地
域
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
存

在
が
い
た
わ
け
で
す
が
、
地
域
の
支
え
合
い

が
必
要
な
い
ほ
ど
に
個
人
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
す
る
社
会
づ
く
り
が
進
行
す
る
と
、

そ
の
流
れ
に
抗
う
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政

策
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
振
興
が
推
進
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
大
き
な

分
岐
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。
専
任
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
各
地
域
に
配
置
さ
れ
、
地

域
づ
く
り
を
担
お
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
一
人
で
奮
闘
す
る

こ
と
で
は
豊
か
な
地
域
の
つ
な
が
り
や
支
え

合
い
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

域
の
な
か
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に

住
民
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
同
志
が

増
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
な
か
で
資
源
が
循

環
し
、
住
民
に
と
っ
て
豊
か
な
地
域
生
活
が

成
立
す
る
持
続
可
能
な
社
会
へ
と
導
か
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※�広井良典（2019）『人口減少社会のデザイン』東洋経済、
pp. 145 を一部加筆・修正

図　経済システムの進化と定常型社会

時間の経過

経済の規模

伝統的社会
（農業中心）

市場経済 工業化社会 情報化社会 定常型社会

地域共同体 人口の都市化
核家族化 個人化

コミュニティ政策

ボランティアの興隆

持続可能性
ローカル化

地域共生社会
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「
カ
ツ
シ
ャ
キ
ョ
！
」
を

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

　

葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
市

社
協
）
が
、
市
社
協
の
運
営
す
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
市
内
幼
稚
園
・
保
育

園
と
の
世
代
間
交
流
や
、
高
齢
者
の
サ
ロ

ン
と
子
ど
も
会
が
コ
ラ
ボ
し
た
「
つ
な
が

り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
な
ど
の
地
域
住
民
の
交

流
や
支
え
合
い
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た

の
は
平
成
30
年
度
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と

い
う
。
当
時
の
こ
と
を
、
介
護
福
祉
課
課

長
補
佐
で
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
、
S
C
）
の
田
口
研
一
郎
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
葛
城
市
は
二
町
の
合
併
の
影
響
も

あ
っ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
は
市
社
協
の
存

在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
に
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
、

認
知
症
予
防
教
室
の
二
つ
を
同
時
に
受
託

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
支
え
合
い

の
推
進
と
認
知
症
予
防
を
セ
ッ
ト
に
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る
た
め
に
も
、
市
社

協
は
も
っ
と
地
域
に
出
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
、『
カ
ツ
シ
ャ
キ
ョ
！
』
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
み
ん
な
で
考
え
、

新
た
な
動
き
を
開
始
し
ま
し
た
」

　
「
カ
ツ
シ
ャ
キ
ョ
！
」
と
は
、
葛
城
市
の

「
カ
」、
つ
な
が
り
の
「
ツ
」、
社
会
の

「
シ
ャ
」、
今
日
の
「
キ
ョ
」
を
意
味
し
て

い
る
。「
葛4

城
市
で
、
つ4

な
が
り
づ
く
り
と

社4

会
参
加
を
考
え
よ
う
。
今4

日
か
ら
！
」

を
前
面
に
打
ち
出
し
、
地
域
サ
ロ
ン
や
運

動
教
室
等
の
開
催
を
地
域
住
民
に
う
な
が

す
た
め
に
、
市
社
協
の
S
C
二
名
が
地
域

に
積
極
的
に
出
向
く
姿
勢
を
P
R
し
た
の

だ
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
効
果
は
て
き

め
ん
だ
っ
た
。
葛
城
市
社
協
の
略
称
と
も

重
な
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

間
に
広
く
市
社
協
の
存
在
が
知
れ
渡
っ
て

い
っ
た
。

Z
O
O
M
を
活
用
し
た

リ
モ
ー
ト
世
代
間
交
流
を
実
施

　

順
調
に
進
ん
で
い
た
市
社
協
の
地
域
交

流
活
動
だ
っ
た
が
、
昨
年
春
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
す
べ
て
の
活
動
の
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
各
種
サ
ロ
ン
や
第
二
層
協
議

体
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
葛
城
市
の
福
祉

の
総
合
拠
点
と
し
て
多
く
の
市
民
が
利
用

し
て
い
た
「
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

も
、
令
和
2
年
4
月
の
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
て
2
か
月
間
の
休
館
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

市
社
協
が
運
営
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
も
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
と

毎
年
行
っ
て
き
た
世
代
間
交
流
会
を
中
止

す
る
こ
と
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
高
齢
者
た
ち
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
挙
に
低
下
し
て

い
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
向
け
て
ハ
ン

ド
ベ
ル
の
練
習
に
励
ん
で
い
た
高
齢
者
の

な
か
に
は
「
ど
う
せ
練
習
し
て
も
、
誰
に

も
聞
い
て
も
ら
え
な
い
よ
」
と
悲
観
す
る

人
ま
で
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
聞
き
、

「
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
」と
い
う
気
持
ち

が
湧
い
て
き
た
の
だ
と
、
総
務
課
課
長
補

佐
で
S
C
の
大
山
洋
治
さ
ん
は
言
う
。

「
市
社
協
お
よ
び
市
内
に
あ
る
福
祉
施

設
・
事
業
所
で
は
、
日
々
の
業
務
に
加
え

て
感
染
予
防
対
策
に
神
経
を
と
が
ら
せ
、

疲
弊
し
て
い
ま
し
た
。
人
と
の
つ
な
が
り

を
求
め
る
高
齢
者
の
要
望
に
応
え
た
く
て

も
、
と
て
も
そ
ん
な
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
福
祉
施
設
・
事
業

所
に
代
わ
り
、
市
社
協
が
み
ん
な
を
つ
な

げ
る
企
画
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
I
C
T
を
積
極
的
に
導
入

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」。

　

最
初
に
実
施
し
た
の
が
、
市
内
に
あ
る

保
育
園
と
市
社
協
が
運
営
し
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
い

だ
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
あ
る
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、「
ネ
ッ
ト
を
介
す
る
と
、
個
人

情
報
の
漏
洩
が
心
配
だ
」
と
い
っ
た
消
極

的
な
意
見
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し

「
機
材
等
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
な
ら
、
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
意
見
も
多
数
あ
り
、
な
ん
と
か
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

当
日
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
保
育
園

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
た
ち
が
映

し
出
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
、
高
齢
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

「
向
こ
う
か
ら
手
を
振
っ
て
く
れ
て
る
！
」

社協活動
最前線
葛城市
社会福祉協議会

「カツシャキョ！」を
キャッチフレーズに
世代間交流を通じた
支え合い・つながりづくり

市内にある葛
かつら
木
きに
坐
います
火
ほの
雷

いかづち
神
じん
社
じゃ
（笛吹神

社）の御祭神名「火
ほの
雷
いかづちのかみ
神 」は、アニメ

「鬼滅の刃」の登場人物が編み出した鬼退
治の大技と重なるため、ファン巡礼の聖
地になっている。

葛城市社協では、コロナ禍により一
度は活動自粛を余儀なくされた世代
間交流や、生活支援体制整備事業に
おける協議体の活動をICTの活用や
野外での活動により再開している。
時代や状況に応じて柔軟に活動を展
開する地域交流活動の取り組みにつ
いてお話をうかがった。

社協データ
【地域の状況】（令和3年2月現在）
人　　口　　37,567人
世 帯 数　　15,116戸
高齢化率　　27.78％

【社協の概要】（令和3年2月現在）
理　　事　　  15人
評 議 員　　  24人
監　　事　　    2 人
職 員 数　　  78人（正規職員22人、 
非正規職員56人）

【主な事業】
⃝�福祉総合ステーション 
（ゆうあいステーション）管理運営
⃝生活支援体制整備事業
⃝認知症予防教室
⃝日常生活自立支援事業
⃝法人後見事業
⃝�介護保険事業：地域密着型通所介護、 
訪問介護、居宅介護支援

⃝�障害福祉サービス事業：相談支援、 
居宅介護、生活介護、放課後等デイサービス
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「
子
ど
も
た
ち
、
可
愛
い
わ
あ
！
」
と
、
外

部
と
の
接
触
の
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て
気
持

ち
が
塞
い
で
い
た
高
齢
者
た
ち
に
、
あ
っ

と
い
う
間
に
笑
み
が
浮
か
ん
だ
。
ク
リ
ス

マ
ス
会
は
、
子
ど
も
ダ
ン
ス
、
太
鼓
演
奏
、

歌
に
合
わ
せ
た
手
遊
び
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
な
ど
双
方
向
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ

れ
た
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、
感
動
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。
実
際
に
会
う
こ
と
は
で

き
な
く
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
世
代
間

交
流
の
可
能
性
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
感
じ
た
と
い
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
会

の
様
子
は「
カ
ツ
シ
ャ
キ
ョ
ち
ゃ
ん
ね
る
」

で
動
画
配
信
し
、
関
係
者
や
地
域
の
人
々

に
向
け
た
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

　

リ
モ
ー
ト
世
代
間
交
流
の
成
功
は
、
こ

れ
ま
で
リ
モ
ー
ト
で
の
活
動
を
疑
問
視
し

て
い
た
関
係
者
の
気
持
ち
に
変
化
を
も
た

ら
し
、
第
2
弾
、
第
3
弾
と
開
催
す
る
な

か
で
、
参
加
を
希
望
す
る
施
設
が
増
え
て

い
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
後
、
高
齢
者

に
今
後
リ
モ
ー
ト
で
何
が
し
た
い
か
を
聞

き
、
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
会
話
」
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
お
互
い
の
出
し
物
に
加

え
て
、
質
問
タ
イ
ム
を
設
け
る
こ
と
に
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
画
面
を
通
じ
て
会
話
を

す
る
だ
け
で
も
、
高
齢
者
は
と
て
も
癒
や

さ
れ
る
の
だ
。

　
「
先
日
開
催
さ
れ
た
世
代
間
交
流
会
で

は
、
リ
モ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
と
い
う

企
画
も
あ
り
ま
し
た
。
画
面
で
渡
す
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
ダ
ミ
ー
と
し
て
、
実
際
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
事
前
に
届
け
て
お
く
の
で
す
。

大
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
刺
繍
さ
れ
た

雑
巾
が
画
面
で
渡
さ
れ
、
そ
れ
が
本
当
に

目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
で
、
私
た
ち
に
は
思
い
つ
か
な
い
よ

う
な
斬
新
な
企
画
で
し
た
。
こ
ん
な
ア
イ

デ
ア
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ど
ん
ど
ん

広
が
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

田
口
さ
ん
は
語
る
。

　

こ
う
し
て
市
社
協
で
は
、
リ
モ
ー
ト
を

活
用
し
た
「
閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
フ
レ
イ

ル
防
止
の
た
め
の
情
報
発
信
」「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」「
音
楽
L
I
V
E
」「
S
N
S

を
活
用
し
た
情
報
配
信
」
な
ど
、
多
数
の

企
画
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
「
L
I
N
E
活
用
講
座
」
等

も
実
施
予
定
だ
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い

　

市
社
協
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
企
画
だ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
「
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
」
で
あ
る
。
大
人

数
で
集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
現
在
、
数
名

単
位
で
の
小
さ
な
集
ま
り
に
S
C
が
訪
問

す
る
取
り
組
み
だ
。
小
さ
な
井
戸
端
会
議

の
よ
う
な
も
の
で
、
大
人
数
で
の
集
会
に

は
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
か
し
こ
ま
っ

た
集
ま
り
で
は
な
い
た
め
、
参
加
者
が
気

軽
に
雑
談
で
き
る
の
だ
。
何
気
な
い
会
話

の
な
か
か
ら
地
域
の
困
り
ご
と
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
の

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
が
、「
畑
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
野
外
だ
っ
た
ら
、
安

心
し
て
人
が
集
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
発
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
農
作
業

を
通
じ
た
第
二
層
協
議
体
に
よ
る
居
場
所

づ
く
り
で
あ
る
。
S
C
の
二
人
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
あ
た
り
、
市
内
に
あ

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
土
地
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
地
元
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
し
て
も
ら
う
な

ど
、
動
き
回
っ
た
。
ま
た
、
近
隣
の
笛
吹

神
社
も
境
内
の
使
用
な
ど
で
、
畑
活
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
に
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
畑
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
場
所
を
利

用
し
て
青
空
の
下
で
地
域
の
人
々
が
集
ま

り
、
つ
な
が
り
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
活
動
を
今
後
、
検
討
・
実
施

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

は
、
こ
れ
ま
で
市
社
協
が
培
っ
て
き
た
活

動
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
覆
す
ほ
ど
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で
も

「
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
」と
い
う
こ
と

を
追
い
求
め
た
結
果
、
こ
の
よ
う
に
新
し

い
発
想
が
次
々
と
生
ま
れ
展
開
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
田
口
さ
ん
と
大
山
さ
ん
は
、

苦
し
い
と
き
こ
そ
知
恵
を
絞
る
こ
と
の
必

要
性
を
強
く
訴
え
る
。

　
「
感
染
拡
大
を
恐
れ
て
こ
の
ま
ま
何
も

し
な
い
で
放
っ
て
お
い
た
ら
、
せ
っ
か
く

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
人
と
人
の
つ
な
が

り
は
、
完
全
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
多
様
な
よ
う

に
、
私
た
ち
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
柔
軟
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
『
今

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
』
を
、
市
社
協

と
し
て
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
田
口
さ
ん
は
語
る
。

　

ま
た
、
大
山
さ
ん
は
「
仮
に
ワ
ク
チ
ン

が
普
及
し
て
も
、
感
染
症
へ
の
対
策
は
続

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え
る

と
、
住
民
同
士
の
交
流
を
進
め
る
う
え
で

I
C
T
の
活
用
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る

は
ず
で
す
。
私
た
ち
は
時
代
や
状
況
に
柔

軟
に
対
応
し
て
、
さ
ら
に
新
し
い
活
動
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今
後
の

展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
僕
ら
が
楽
し
く
な
い
と
、
住
民
さ
ん

も
楽
し
め
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

次
々
と
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
い
く
市

社
協
の
取
り
組
み
は
、

こ
れ
か
ら
も
絶
え
る

こ
と
な
く
続
い
て
い

き
そ
う
だ
。

葛城市（奈良県）
奈良県の中西部に位置し、大阪府と隣接する。平成16年に新庄町と當麻町が合併して葛城市となった。古墳時代
に旧・北葛城郡を領有していた葛城氏が、市名の由来だといわれている。

カツシャキョ
ちゃんねる

リモート交流の様子。当日の動画をカツシャキョちゃんねる
にて公開中
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日
頃
の
つ
な
が
り
が
活
き
た

関
係
団
体
と
の
協
働

　

大
石
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
町

社
協
）
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
来
、
震
災

被
災
地
を
は
じ
め
、
近
県
や
県
内
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
V
C
）

運
営
協
力
の
た
め
の
職
員
派
遣
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
毎

年
、
宮
城
県
石
巻
市
東
浜
地
区
に
友
好
の
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
令

和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
の
際
に
は
、
今
も
交

流
の
あ
る
元
東
浜
地
区
対
策
本
部
長
が
南
三

陸
町
の
住
民
と
一
緒
に
地
区
民
の
義
援
金
を

届
け
て
く
れ
た
。
ま
た
、
岩
手
県
岩
泉
町
の

社
協
職
員
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
や
応
援
物
資

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
を
通
じ
た

絆
と
も
い
え
る
つ
な
が
り
が
私
た
ち
に
勇
気

を
与
え
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
に
最
後
ま
で
寄
り
添
っ
て

支
援
し
て
く
れ
た
尾
花
沢
市
社
協
と
は
、
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
、
両
市
町
と
大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
三
者
で
の
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
尾
花
沢
市

社
協
と
は
協
働
活
動
も
多
く
、
日
頃
か
ら
の

協
力
体
制
が
で
き
て
い
た
。

　

豪
雪
は
多
く
の
関
係
性
を
築
く
。
毎
年
、

中
学
・
高
校
生
が
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積

極
的
に
参
加
し
て
く
れ
る
が
、
豪
雨
災
害
の

際
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
な
い
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
動
を
申
し
出
て
く
れ

た
。
さ
ら
に
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
復

旧
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ー
ズ
調
査
で
も

そ
の
若
い
力
を
発
揮
し
た
。
ニ
ー
ズ
調
査
の

際
に
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
「
何

か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

聞
き
と
り
を
行
っ
た
。
最
初
、
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
緊
張
し
て
い
た
が
徐
々
に
慣
れ
、

「
こ
ん
な
形
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
る
ん
だ
」

「
大
石
田
町
の
人
た
ち
の
役
に
立
て
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
聞
き
と
り
を
受
け
た
人
か
ら
は
「
若
い

子
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
は
感
動
す
る
」
と

い
う
感
想
が
あ
り
、
支
援
を
受
け
る
側
に

と
っ
て
も
支
援
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
文
化
を
大
石
田
町
に
根
づ
か
せ
る

よ
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

被
災
者
・
関
係
者
合
同
の

意
見
交
換
会

　

災
害
V
C
閉
所
後
ま
も
な
く
、
豪
雨
災
害

の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
町
社
協
主
催
の

意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。
参
集
メ
ン
バ
ー
は
、

被
災
地
区
区
長
・
山
形
県
社
協
職
員
・
尾
花

沢
市
社
協
職
員
・
尾
花
沢
市
青
年
会
議
所
理

事
長
・
日
本
青
年
会
議
所
山
形
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
副
会
長
・
町
社
協
会
長
（
町
長
）・
町
社

協
副
会
長
（
副
町
長
）・
町
社
協
常
務
理
事

（
町
福
祉
課
長
）福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
こ
い

の
会
会
長
・
町
社
協
職
員
で
あ
る
。

　

被
災
地
区
区
長
か
ら
は
、
災
害
V
C
の
対

応
が
き
め
細
か
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

素
早
く
対
応
で
き
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
。
課
題
と
し
て
は
、
地
域
で
社
会
的
に
孤

立
し
て
い
る
家
庭
の
被
災
状
況
が
把
握
し
づ

ら
い
こ
と
や
、
支
援
の
手
が
届
か
な
い
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日

常
の
社
協
活
動
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
べ
き

課
題
と
思
わ
れ
た
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
青
年
会
議
所
に

よ
っ
て
資
機
材
調
達
、
被
災
現
場
へ
の
資
機

材
搬
送
が
素
早
く
的
確
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

人
的
に
も
不
足
す
る
災
害
V
C
の
運
営
を
補

う
た
め
に
、
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
復
旧
対
応

に
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
元
の
民
間
企
業
が
毎
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
計
画
的
に
派
遣
し
て
く
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
青
年
会
議
所
や
民
間
企
業
と
の

災
害
支
援
協
定
の
締
結
や
連
携
を
進
め
る
こ

と
も
今
後
の
大
切
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
最
後
に
、
今
回
の
規

模
を
上
回
る
災
害
が
起
き
た
場
合
を
想
定
し
、

災
害
V
C
の
立
地
を
含
め
て
災
害
V
C
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す
と
と
も
に
、
地
元
を
中

心
と
し
た
関
係
各
団
体
と
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
固
な
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、

多
様
な
関
係
性
の
な
か
で
地
域
の
安
全
に
つ

い
て
協
働
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

高校生ボランティアとのニーズ調査

多
様
な
団
体
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
災
害
V
C
運
営
に
つ
い
て
②

大
石
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
形
県
）

ジ
モ
ト
で
つ
な
が
る

災
害
ボ
ラ
セ
ン

連　載
第❿回
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後

記

　アメリカ発の音声 SNS「Club-
house」が話題です。好きなテーマ
を設定した「ルーム」で芸能人や著
名人、一般の方などさまざまな人が
スピーチや雑談をしたり、それを気
軽に聞いたり、発言権をもらって会
話に加わることができ、ルームに
よっては歌手やピアニストが音声を

生配信してくれることもあるなど、
今後さまざまな活用がされそうです。
　コロナ禍でなかなか直接会うこと
ができない今、普段つながることが
できない人や興味・関心が合う人た
ちで音声を通じてつながれる新たな
コミュニティとして、今後も注目が
集まりそうです。（村）

Information

令和 2年度経営基盤強化セミナー動画配信サイトの開設
　地域福祉推進委員会市区町村社協
介護サービス経営研究会では、令和
2 年度経営基盤強化セミナーの動画
配信サイトを開設しました。

〔URL〕
https://www.shakyo.or.jp/gyoumu/web 
seminar/training05/index.html
※ �ID chiiki2020、PASS kaigo2020 を

入力すると視聴可能。
〔掲載期間〕令和 4 年 3 月末まで

● コロナ禍の地域の見守り活動「ホッとガイドブック集」
� 苫小牧市社会福祉協議会（北海道）

　令和 2年 5月、コロナ流行前後の地域活動の変化を把握するため、市内の町内会
や老人クラブを対象にアンケート調査を実施し、8割近くの団体が地域活動や見守
り活動を制限している状況がわかりました。
　そこで、感染対策を踏まえた取り組みや見守り活動等の必要性を改めて知っても
らうため、「地域の見守り活動ホッとガイドブック集」を製作しました。ガイドブッ
ク集では「どんな人が見守りを必要としているのか」「見守り活動の担い手と役割」
「活動時の留意点」「地域のネットワーク」など、テーマごとにイラストや図を用い
ながら紹介しています。コロナ禍でも非接触型の見守り活動をしている団体の事例
も盛り込み、連携している市内の全町内会や老人クラブに配布しています。

● �オンラインでのコミュニケーションを多くの人ができるように！ 
zoomを教えるボランティアを養成

� 武蔵野市民社会福祉協議会・ボランティアセンター武蔵野（東京都）

　ボランティアセンター武蔵野では、16 名の市民が運営委員として事業の企画か
らセンターの運営まで行っています。しかし、コロナ禍で毎月開催していた運営委
員会等は令和 2年 3月から 5月まで休止となり、オンライン会議ツール「zoom」で
運営委員会等を開催することにしました。運営委員に zoomの使い方を説明してい
く過程で「オンライン会議ツールの使い方を学びたい人がたくさんいる」というニー
ズを知り、令和 2年 11 月には「使い方を教えるボランティアの養成講座」を開催
しました。今後は zoomを使いたいという人をサポートする「zoomボランティア」
として、さまざまな場所で活動してもらう予定です。

新型コロナウイルス感染症により、地域福祉活動

が制限されるなか、つながりを途切れさせない社

協の新たな取り組みや工夫を発信します。

時間 主な内容

① 15分
挨拶「市区町村社協介護サービス経営研究会の取組状況」
　鹿児島県社協事務局長　福田 正道
　（全社協地域福祉推進委員会市区町村社協介護サービス経営研究会幹事会委員長）

② 45分 行政説明「令和 3 年度介護報酬改定のポイント」
　厚生労働省老健局　※ 4 月下旬公開予定

③ 30分 説明①「令和 3 年度介護報酬改定を踏まえた社協・介護サービス事業の戦略的な展開」
　全社協地域福祉部長　高橋 良太

④ 30分
説明②「令和 3 年度介護報酬改定を踏まえた社協・介護サービス事業の経営分析の視点」
　長野県・富士見町社協事務局次長　小林　功 氏
　（全社協地域福祉推進委員会市区町村社協介護サービス経営研究会幹事会委員）

⑤ 30分 説明③「福島県社協における市町村社協介護サービス経営支援」
　福島県社協事務局次長兼地域福祉課長　関　靖男 氏

本誌 2021 年 2 月号に一部誤りがありました。以下のとおり訂正いたします。
11 頁 柏原市社会福祉協議会 5 行目　（正）関西福祉科学大学　（誤）関西科学福祉大学
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社協との
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の思い
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3月
社協が培ってきた地域からの 
信頼性に期待

　2040 年には生産年齢人口が急減するといういわ
ゆる「2040 年問題」をはじめ、わが国の人口構造
等が急激に変化し、公助が相対的に減衰すること
が予想されるなか、地域のセーフティーネットを
いかに維持、構築するかが問われています。その
中核として期待されているのが、社会福祉法人で
あり、なかでも長きにわたり地域福祉推進の役割
を事実上担ってきた社協であります。社協が活動
のなかで培った地域社会からの信頼は、他の社会
福祉法人にはない貴重な資源です。この信頼とい
う資源を持った社協を中心に、それぞれの地域社
会の社会福祉法人が協働し、他の機関や住民を巻

き込みながら、互助としてのセーフティーネット
をつくることが、地域共生社会の実現につながっ
ていきます。
　そのためには、まずはそれぞれの市区町村の社
協が中心になって、施設種別を超えた社会福祉法
人間の顔の見える関係をつくることが重要です。
　コロナ禍で止まった時計が動き出そうとするとき、
新たに、さまざまな困難を抱えた人たちが顕在化
してくるでしょう。その困難を抱えた人たちに手
を差し伸べ
ることがで
きる地域社
会を一緒に
つくってい
きましょう。

第10回

宮
みや

田
た

　裕
ひろ

司
し

氏　（社会福祉法人堺暁福祉会　理事）

全国社会福祉法人経営者協議会地域共生社会推進委員会委員長
全社協・社会福祉施設協議会連絡会調査研究部会部会長、社会福祉懇談会理事

　大阪府社協の保育部会では、昭和 59 年から開始し
た「でんわ育児相談事業」や「育児相談事業」を、平
成 19 年からは、地域の育児支援にとどまらない、地
域の福祉課題にも取り組む「スマイルサポーター事業」
へと発展させました。また、同老人施設部会では、平
成 16 年より「生活困窮者レスキュー事業」として、
会員からの特別会費を基金として制度外の福祉援助を
行うべく活動を展開してきました。
　平成 27 年から、これらの事業を大阪府社協がプ
ラットフォームとなって統合し、「大阪しあわせネッ
トワーク」としてすべての施設種別が参画をすること
となりました。「大阪しあわせネットワーク」では、
大阪府内の社会福祉法人・福祉施設が、それぞれの施
設種別の特性や強みを活かし、①総合生活相談と緊
急・窮迫した生活困窮状況に対して現物給付による迅
速な支援を行う「生活困窮者レスキュー事業」や、②
社会福祉法人が有する機能（福祉専門職員や福祉施設
の活用など）を活かし、社会参加・生きがい支援、居

場所づくり、中間的就労、障害者等の就労支援、子育
て支援、困窮世帯の児童に対する学習支援など、さま
ざまな地域貢献事業を展開し、その財源として、社会
福祉法人・福祉施設が社会貢献基金（特別部会費）を
拠出し、事業を推進しています。
　そのようななかで、私の勤める法人の保育事業部で
は、園庭開放、体験入園、プレママスクール、マザー
スクール、リフレッシュプログラム、子育てサークル
支援、乳児全戸訪問事業（委託事業）やスマイルサポー
ター事業を展開し、介護事業部では特別養護老人ホー
ムにコミュニティソーシャルワーカーを兼務で配置し、
地域の困りごとの相談に当たっています。地域に入っ
て活動していくと気づかされるのは、社協の信頼性の
高さです。一施設職員が突然地域の家庭を訪ねても怪
しまれるのが常ですが、その時に社協の職員が一緒だ
と対応がまったく異なります。地域共生社会を実現す
るためには、私たちが行っている地域における公益的
な取組を、地域住民が主体となる活動にまで昇華させ
る必要があります。社会福祉法人・福祉施設の持つ資
源と、社協の持つ信頼性が合わさって活用されたとき
に、地域が変わっていくのではないでしょうか。

“オール大阪の社会福祉法人”が 
連携・協働して取り組む 

「大阪しあわせネットワーク」

CSW による地域の困りごと相談の様子
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